
 

 

 

 
                                                                            

 

 

 

 

 ７月３日（月）から５日（水）の３日間で勤労留学が実施されました。これは地域の事業所で実際に仕事を体験させても

らう、キャリア教育の一環として行われるもので、社会に出て働くうえで必要なことや、勤労観を知るための体験学習で

す。体験期間は上記の３日間ですが、準備や事前学習は下田移動教室以前から始まっていました。 

まずどのような職種を体験したいかアンケートを取り、それをもとに事業所の振り分けが行われました。それから実際

に伺う事業所が発表され、それらごとに分かれて打ち合わせがなされました。リーダー、事業所に電話をする人などの役

割分担と、事前訪問の日程確認を行い、当日に向けての準備を終えました。 

 

 

 

 

６月３０日（金）の前日指導日には、元 JAL勤務の齋藤貴子様を講師としてお呼 

びし、社会人としての礼儀や作法について教えていただきました。お辞儀のしかた１ 

つでも、相手にどう見られるかに大きく影響を与えます。勤労留学に向けての講座で 

したが、来年度の受験、またその先の進路でも活かすことのできる知識です。学んだことを必ず覚えておきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここからは、実際に職場体験をしている生徒たちの姿を、写真でお届けします。皆さん各事業所で非常によく頑張ってい

る様子でした。 
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